
        

 
 

 
 
 

 

 

彩都のまちづくりの推進に関する要望 
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彩都（国際文化公園都市）は、北大阪の丘陵地に、自然と都市が調和

するアメニティ豊かな複合機能都市を実現するため、大阪府、茨木市、

箕面市、都市再生機構、民間事業者等が連携して事業を進めてきました。

平成１６年のまちびらきから１３年が経過し、西部地区ではライフサイ

エンスの研究拠点が、中部地区では最先端の物流拠点が形成され、居住

人口約１万５千人、従業人口約５千人の都市に成長しています。 

今後、東部地区（約３６７ha）のまちづくりが本格化しますが、土地

利用を住宅系中心から産業系中心に転換して、民間主導の組合土地区画

整理事業により、推進していく所存です。平成２８年に彩都東部地区地

権者協議会が設立され、業務代行方式による組合土地区画整理事業の経

験のある民間事業者と協議しながら、都市計画変更、事業化に向けた検

討が進んでいるところです。 

東部地区は、名神高速道路や、国道１７１号等の主要幹線道路に近く、

アクセスが良好で、平成２９年度末には、新名神高速道路の高槻 IC～神

戸 JCT 間の全線が開通し、交通利便性が更に向上します。本地区では、

まちの骨格道路で、新名神高速道路のインターへのアクセス道路の役割

を担う都市計画道路茨木箕面丘陵線を整備する予定であり、この機を逃

さず東部地区の事業化を強力に進めることが肝要です。また、まちづく

りが進む先行地区へのアクセス道路で、山麓地域を東西に結ぶ山麓線な

ど、本都市周辺の幹線道路ネットワークを形成する重要路線の着実な整

備も不可欠です。 

このため、彩都東部地区まちづくり及び彩都関連で進めている公共施

設整備について必要な予算の確保をお願いしたい。 
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